
Q  
今
後
、
友
好
都
市
協
定
を
締
結
す

る
用
意
が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

A  
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
市
と
友
好
都
市

協
定
締
結
を
目
指
し
今
後
も
交
流
深
化

し
て
い
き
た
い
。　

 

（
秘
書
公
室
長
）

Q  
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
実
施
さ
れ
て
い
た

子
ど
も
達
の
派
遣
に
つ
い
て
世
の
中
的
な

事
情
が
許
せ
ば
、
是
非
と
も
再
開
し
て
ほ

し
い
と
思
う
が
町
の
方
向
性
を
伺
い
た
い
。

A  
子
ど
も
達
の
派
遣
に
つ
い
て
は
、
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
大
使
館
や
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
茨
城
県
人
会
等
、
関
係
機
関
と
調
整

を
図
り
、
児
童
派
遣
事
業
を
再
開
し
、
子

　

来
年
度
か
ら
、
特
に
低
学
年
の
子
供

た
ち
に
対
し
て
今
で
き
る
こ
と
を
し
っ

か
り
や
っ
て
改
善
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。　
　
　
　
　
　

（
町
長
）

Q  
あ
ら
た
め
て
企
業
誘
致
の
現
状
と

税
収
等
に
つ
い
て
伺
う
。

A  
境
町
で
は
、
圏
央
道
境
古
河
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
開
発
と
企
業
誘
致
を
、
将

Q  
当
町
に
お
け
る
様
々
な
子
育
て
支
援
が

実
施
さ
れ
て
い
る
現
状
の
取
り
組
み
と
、
更

に
国
に
お
い
て
も
支
援
の
拡
充
が
予
定
さ
れ

て
い
る
事
か
ら
更
に
充
実
の
考
え
に
つ
い
て
。

石
に
つ
い
て
相
談
を
私
も
受
け
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
国
へ
の
要
望
が
必
要
と
考
え

る
が
当
町
の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

A  
圏
央
道
の
防
音
壁
設
置
に
つ
い
て
は
、

騒
音
・
飛
び
石
に
対
す
る
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
４
車
線
化
工
事
完
了

に
合
わ
せ
て
、
国
土
交
通
省
等
に
地
元
の

永
岡
桂
子
文
部
科
学
大
臣
を
通
し
て
境
町
、

五
霞
町
、
坂
東
市
、
常
総
市
の
４
自
治
体

で
足
並
み
を
揃
え
て
要
望
に
行
く
調
整
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
議
会
も
一
緒
に

足
並
み
を
揃
え
て
要
望
を
し
て
い
く
こ
と

で
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
。

（
町
長
・
建
設
農
政
部
長
）

ど
も
達
の
国
際
感
覚
を
高
め
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。
コ
ロ
ナ
禍
で
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
に
行
け
な
か
っ
た
中
学
生
の

派
遣
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
町
長
・
教
育
次
長
）

Q  
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
け
る
交
流
に
つ

い
て
も
積
極
的
に
行
う
こ
と
で
、
感
受
性
豊

か
な
子
ど
も
達
の
育
成
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に

取
り
組
む
方
々
の
意
欲
向
上
に
つ
な
が
る
と

思
う
が
当
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

A  
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
来
町
で
き
な

か
っ
た
テ
ニ
ス
に
関
し
て
、
令
和
５
年
９

月
か
ら
10
月
頃
に
日
本
で
開
催
さ
れ
る
楽

天
オ
ー
プ
ン
等
に
出
場
す
る
選
手
を
、
境

町
に
招
聘
し
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
マ
ッ
チ
や

子
ど
も
達
へ
の
テ
ニ
ス
教
室
開
催
等
を
計

画
し
て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
日
本
ホ
ッ

ケ
ー
協
会
と
連
携
し
、
さ
く
ら
ジ
ャ
パ
ン

と
の
マ
ッ
チ
案
も
計
画
し
て
い
く
。
今
後

と
も
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
幅
広
く
定
期
的
に

実
施
し
て
ま
い
り
た
い
。
（
企
画
部
長
）

来
の
町
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
政

策
と
し
て
、
平
成
26
年
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
後
、
境
古
河
I
C
周
辺
地
区
で

は
、
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
（
株
）
の
大
型
物
流
施

設
「
D
P
L
境
古
河
」
が
令
和
4
年
10
月
に

着
工
し
、
令
和
6
年
4
月
に
竣
工
予
定
。
猿

山
・
蛇
池
地
区
で
は
、
日
本
G
L
P (

株)

の

「
G
L
P
境
古
河
」
が
令
和
5
年
10
月
に
着

工
、
令
和
8
年
10
月
に
竣
工
予
定
。
さ
ら
に

は
、
C
&
W(

株)

の
「
L
F
境
古
河
」
の
町
内

進
出
が
決
定
し
た
。
こ
れ
ら
大
手
物
流
企
業

３
社
の
誘
致
に
よ
り
、
約
千
人
の
雇
用
と
毎

年
４
億
円
の
固
定
資
産
税
の
増
収
が
見
込
ま

れ
る
。
今
後
も
、
更
な
る
産
業
用
地
の
創
出

と
企
業
誘
致
を
推
進
す
る
。　

（
副
町
長
）

Q  

国
道
３
５
４
号
古
河
境
バ
イ
パ
ス

工
事
も
進
ん
で
お
り
、
同
バ
イ
パ
ス
が

開
通
す
れ
ば
長
田
小
学
校
周
辺
の
道
路

は
交
通
量
が
増
加
す
る
と
思
う
が
、
歩

道
橋
や
通
学
路
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

A  
国
道
３
５
４
号
古
河
境
バ
イ
パ
ス

と
圏
央
道
４
車
線
化
の
整
備
が
進
捗
す

る
に
あ
た
り
、
子
ど
も
達
の
安
全
確
保

の
た
め
歩
道
の
整
備
や
街
灯
の
設
置
を

し
て
い
く
。
蛇
池
地
内
の
I
C
東
側
付

近
の
国
道
３
５
４
号
と
町
道
の
交
差
点

に
要
望
の
あ
っ
た
歩
道
橋
の
設
置
に
つ

い
て
は
県
が
令
和
５
年
か
ら
着
手
す
る

予
定
。　
　
　
　

（
建
設
農
政
部
長
）

Q  
圏
央
道
沿
線
住
民
か
ら
騒
音
や
飛
び

議
席
５
番

岩
﨑　

博　

議
員

議
席
10
番

田
山　

文
雄　

議
員

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

境
古
河
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
の
開
発
に
つ
い
て

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
の
今
後
の

交
流
に
つ
い
て
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